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国
　
際

11
月
29
日
か
ら
ド
イ
ツ
に

来
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

ド
イ
ツ
各
地
の
恒
例
行
事
で

あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
以
下
、
ク
リ
マ
と
略

称
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
風
車
」（
ク
リ

ス
マ
ス
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
も

い
う
）
を
調
査
す
る
た
め
で

す
。
ベ
ル
リ
ン
を
ス
タ
ー
ト

し
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
１
３
０

０
㌔
㍍
走
り
ま
し
た
。
ド
レ

ス
デ
ン
、
ザ
イ
フ
ェ
ン
、
ラ

イ
プ
チ
ヒ
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
、

ツ
ェ
レ
、
マ
グ
デ
ブ
ル
グ
、

ポ
ツ
ダ
ム
、
そ
し
て
ロ
ス
ト

ッ
ク
と
、
６
カ
所
の
ク
リ
マ

を
訪
ね
ま
し
た
。

最
初
に
見
た
ベ
ル
リ
ン
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
風
車
は
、
高
さ

が
10
㍍
ほ
ど
で
、
２
階
の
カ

フ
ェ
で
は
名
物
の
ホ
ッ
ト
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
風
車
の
羽
根

の
回
転
は
、
例
外
的
に
屋
外

の
自
然
風
で
回
転
し
て
い
ま

し
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
風
車
は
、
後
述
す
る

ザ
イ
フ
ェ
ン
の
工
房
集
団
が

地
の
利
を
得
、
粋
を
集
め
て

製
作
し
た
こ
と
を
示
す
銘
板

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
、
風
車
の
回
転
は
電

動
で
す
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
そ

れ
は
、
古
い
時
代
の
伝
統
と

歴
史
の
趣
を
示
す
も
の
で
、

荷
車
に
設
置
さ
れ
た
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
で
、
情
緒
あ
ふ
れ

る
も
の
で
す
。
一
方
、
マ
グ

デ
ブ
ル
グ
の
そ
れ
は
大
型

で
、
さ
ら
に
モ
ダ
ン
な
電
飾

が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
は
、
湖
で
囲
ま

れ
た
静
か
な
観
光
都
市
で
、

ク
リ
マ
は
木
造
の
売
店
小
屋

が
街
路
に
出
店
し
賑
わ
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
街
路
の
交

差
点
で
電
飾
さ
れ
た
高
さ
６

㍍
を
超
え
る
大
き
な
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
が
回
転
し
、
１
階

部
分
は
保
存
食
材
や
進
物
用

品
の
売
店
と
な
っ
て
い
ま

す
。
北
部
ド
イ
ツ
の
港
町
・

ロ
ス
ト
ッ
ク
の
ク
リ
マ
は
、

観
覧
風
車
や
回
転
木
馬
、
ア

ヒ
ル
の
風
船
釣
り
な
ど
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
の
最
大
恒

例
行
事
の
よ
う
で
す
。
10
㍍

を
超
え
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
風
車

が
２
基
も
設
置
さ
れ
、
電
飾

さ
れ
て
い
る
羽
根
が
回
転
す

る
の
で
、
ク
リ
マ
の
華
に
相

応
し
い
存
在
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ク
リ
マ
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
風
車
は
、
屋
外
に

設
置
さ
れ
る
高
さ
６
㍍
を
超

え
る
大
き
な
も
の
で
す
が
、

本
来
は
、
蠟
燭
の
灯
火
と
と

も
に
飾
ら
れ
る
小
さ
な
室
内

装
飾
品
で
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

風
車
の
羽
根
は
垂
直
軸
を
回

転
軸
と
し
て
水
平
に
回
り
ま

す
が
、
羽
根
を
回
転
さ
せ
る

の
は
、
蠟
燭
が
つ
く
る
上
昇

気
流
で
す
。
こ
の
風
車
は
、

ド
イ
ツ
の
南
東
部
、
チ
ェ
コ

に
隣
接
す
る
エ
ル
ツ
山
脈
の

ザ
イ
フ
ェ
ン
地
方
で
は
、
鉱

山
で
働
く
男
た
ち
を
家
庭
の

窓
辺
の
蠟
燭
の
灯
り
で
迎
え

る
慣
習
か
ら
生
ま
れ
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
こ
の
村
は
、

く
る
み
割
り
人
形
の
発
祥
の

地
で
も
あ
り
、
現
在
で
は
こ

う
し
た
木
工
お
も
ち
ゃ
製
造

に
関
わ
る
た
く
さ
ん
の
工
房

が
あ
り
、
主
力
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
ザ
イ
フ
ェ
ン

の
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」
は
地

域
の
歴
史
と
伝
統
を
、
誇
ら

し
気
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
マ
の
多
く
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
の
回
転
は
、
今
日

で
は
残
念
な
が
ら
、
蠟
燭
の

気
流
で
は
な
く
電
動
モ
ー
タ

ー
で
す
。
風
車
の
２
階
、
３

階
、
４
階
…
は
回
転
台
に
な

っ
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

い
わ
れ
で
あ
る
マ
リ
ア
・
羊

飼
い
・
三
賢
人
な
ど
の
人
形

が
、
羽
根
の
回
転
と
と
も
に

巡
る
よ
う
に
仕
掛
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ク
リ
マ
に
は
必
ず

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
風
車
が
あ
り
、

そ
の
大
き
さ
や
形
状
・
構

造
、
人
形
の
デ
ザ
イ
ン
、
さ

ら
に
電
飾
方
法
な
ど
は
地
域

や
文
化
に
よ
り
多
彩
で
、
そ

の
目
玉
と
し
て
大
型
化
・
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
は
、
ク
リ
マ
以
外

の
街
中
に
も
設
置
さ
れ
て
お

り
、
観
光
者
を
迎
え
、
あ
る

い
は
地
域
の
人
々
の
自
信
と

誇
り
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
風
車
は
人
々
の
暮
ら
し
の

中
、
と
く
に
年
末
年
始
の
ク

リ
ス
マ
ス
の
行
事
の
中
で
、

歴
史
と
伝
統
に
彩
ら
れ
定
着

し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
感

で
す
。
ド
イ
ツ
国
内
を
ド
ラ

イ
ブ
す
る
と
、
発
電
風
車
が

至
る
所
で
回
っ
て
い
る
こ
と

を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ド
イ
ツ
は
土
地
利
用
や

地
形
が
風
力
発
電
に
適
し
て

い
る
の
も
事
実
で
す
が
、
市

民
・
政
府
がRe

n
e
w
a
ble

 

Re
v
olutio

n

（
再
生
可
能

革
命
）
を
先
導
し
て
い
る
現

実
を
感
じ
取
れ
ま
す
。
ド
イ

ツ
で
風
力
発
電
が
進
展
し
て

い
る
背
景
と
し
て
、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
風
車
が
新
型
風
車
を
違

和
感
な
く
受
け
入
れ
る
心
境

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

高さ○ｍに及ぶ○○○○のピラミッド風車。
クリスマス・マーケットを彩る風物詩だ。
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千葉大学の佐藤研究室にて、室内用の
ピラミッド風車を前に。

「ピラミッド風車」の意味するもの
～ドイツのクリスマス・マーケットを巡って～


